


















































𝑝𝑝(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥𝑛𝑛 + 𝑎𝑎𝑛𝑛−1𝑥𝑥𝑛𝑛−1 + ⋯+ 𝑎𝑎1𝑥𝑥 + 𝑎𝑎0 
の値を求めよう．まず，ai𝑥𝑥𝑖𝑖 (𝑖𝑖 = 0,1,2, … ,𝑛𝑛)を計算し
ておいて，それらの項の合計を計算したら，𝑛𝑛(𝑛𝑛 +1)/2回掛算と𝑛𝑛回足し算が必要である．この多項式
の表し方を数学的に変換し，次のようになる． 















近似値𝑥𝑥�として，近似値𝑥𝑥�の絶対誤差𝐸𝐸は𝐸𝐸 = 𝑥𝑥 − 𝑥𝑥�で
表す．更に，近似値𝑥𝑥�の相対誤差εは𝜀𝜀 = (𝑥𝑥 − 𝑥𝑥)�/𝑥𝑥で
定義される．違い単位間の精度を比較する時に，相

















𝑓𝑓𝑖𝑖 = 𝑓𝑓(𝑥𝑥𝑖𝑖) 𝑖𝑖 = 0, 1,⋯ ,𝑛𝑛 
が与えられるとき， 









まず，𝑔𝑔(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎0 + 𝑎𝑎1𝑥𝑥 + ⋯+ 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥𝑛𝑛とおくと，条件
（1）から， 
𝑎𝑎0 + 𝑎𝑎1𝑥𝑥0 + 𝑎𝑎2𝑥𝑥02 + ⋯+ 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥0𝑛𝑛 = 𝑓𝑓0 
𝑎𝑎0 + 𝑎𝑎1𝑥𝑥1 + 𝑎𝑎2𝑥𝑥12 + ⋯+ 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥1𝑛𝑛 = 𝑓𝑓1 
⋯ 
𝑎𝑎0 + 𝑎𝑎1𝑥𝑥𝑛𝑛 + 𝑎𝑎2𝑥𝑥𝑛𝑛2 + ⋯+ 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 = 𝑓𝑓𝑛𝑛 
















𝑙𝑙𝑖𝑖(𝑥𝑥)= (𝑥𝑥 − 𝑥𝑥0)⋯ (𝑥𝑥 − 𝑥𝑥𝑖𝑖−1)(𝑥𝑥 − 𝑥𝑥𝑖𝑖+1)⋯ (𝑥𝑥 − 𝑥𝑥𝑛𝑛)(𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥0)⋯ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥𝑖𝑖−1)(𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥𝑖𝑖+1)⋯ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑥𝑥𝑛𝑛)   
𝑖𝑖, 𝑗𝑗 = 0,1,⋯ ,𝑛𝑛に対して，式（＊）を考えて， li�x𝑗𝑗� = �0, 𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗1, 𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 
であるから， 






𝑅𝑅𝑛𝑛(𝑥𝑥) = 𝑓𝑓(𝑥𝑥) − 𝑝𝑝𝑛𝑛(𝑥𝑥) 
𝑥𝑥𝑖𝑖 , 𝑖𝑖 = 0,1,⋯ ,𝑛𝑛において， 
𝑝𝑝𝑛𝑛(𝑥𝑥𝑖𝑖) = 𝑓𝑓(𝑥𝑥𝑖𝑖) 
があるから， 
𝑅𝑅_𝑛𝑛(𝑥𝑥𝑖𝑖) = 0 
になる．したがって， 




















































































分区間[𝑎𝑎, 𝑏𝑏]を𝑛𝑛分割し，𝑛𝑛 + 1個の分点を 𝑎𝑎 = 𝑥𝑥0 <




𝑝𝑝𝑛𝑛(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎0 + 𝑎𝑎1𝑥𝑥 + ⋯+ 𝑎𝑎𝑛𝑛𝑥𝑥𝑛𝑛 
従って，𝑝𝑝𝑛𝑛(𝑥𝑥)の原始関数𝑃𝑃𝑛𝑛(𝑥𝑥)は 
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施する．即ち，ℎ = (𝑏𝑏 − 𝑎𝑎)/𝑛𝑛とおくと， 




















となる．ここで，𝑝𝑝𝑖𝑖(𝑥𝑥)は分点(𝑥𝑥𝑖𝑖 , 𝑓𝑓𝑖𝑖)と(𝑥𝑥𝑖𝑖+1, 𝑓𝑓𝑖𝑖+1)を通
る直線である．ラグランジュ多項式によって， 




= �ℎ2 (𝑓𝑓𝑖𝑖 + 𝑓𝑓𝑖𝑖+1)𝑛𝑛−1
𝑖𝑖=0
 







 積分区間[𝑎𝑎, 𝑏𝑏]を2𝑛𝑛等分し， 










がある．ここで，𝑝𝑝𝑖𝑖(𝑥𝑥)は分点(𝑥𝑥2𝑖𝑖 , 𝑓𝑓2𝑖𝑖)と(𝑥𝑥2𝑖𝑖+1, 𝑓𝑓2𝑖𝑖+1)
と(𝑥𝑥2𝑖𝑖+2, 𝑓𝑓2𝑖𝑖+2)を通る放物線である．ラグランジュ多
項式によって， 




= �ℎ3 (𝑓𝑓2𝑖𝑖 + 4𝑓𝑓2𝑖𝑖+1 + 𝑓𝑓2𝑖𝑖+2)𝑛𝑛−1
𝑖𝑖=0
 

























𝐼𝐼(𝑓𝑓) − 𝐼𝐼(ℎ) = 𝑐𝑐ℎ𝑚𝑚 + 𝑜𝑜(ℎ𝑚𝑚) 
𝐼𝐼(𝑓𝑓) − 𝐼𝐼 �ℎ2� = 𝑐𝑐 �ℎ2�𝑚𝑚 + 𝑜𝑜 ��ℎ2�𝑚𝑚� 
上記式から， 
𝐼𝐼(𝑓𝑓) − 𝐼𝐼 �ℎ2� ≈ 𝐼𝐼 �ℎ2� − 𝐼𝐼(ℎ)2𝑚𝑚 − 1  
となる．したがって，積分𝐼𝐼(𝑓𝑓)の近似値は 









２階公式𝐼𝐼(𝑓𝑓) = 𝐼𝐼(𝑚𝑚)(ℎ) + 𝑜𝑜(ℎ2𝑚𝑚)がある場合， 
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